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京都府および兵庫県で発生した 

      鳥インフルエンザに関する弊社の対応状況について 

 

２月27日、京都府丹波町の養鶏場で｢高病原性鳥インフルエンザ｣の陽性反応を疑う事例が発生

しました。その後、２月29日に｢高病原性鳥インフルエンザ｣であることが確認され、発生養鶏場

から半径30km区域で家きん等の移動制限措置がとられました。 

２月28日には、同養鶏場から兵庫県八千代町の処理場に生きたまま出荷された鶏等について、

｢高病原性鳥インフルエンザ｣の陽性反応を疑う事例が発生しました。兵庫県は、同処理場から半

径５kmの区域にある農場に対して移動自粛措置を行っています。 

この状況を受け、弊社で使用している原料鶏卵について実施した調査結果を、下記のとおりご

報告申し上げます。 

 

記 

 

１．使用原料について 

(1) 京都府丹波町の養鶏場からの原料卵の使用はありません。 

(2) 京都府丹波町の養鶏場を中心に半径30kmの区域の農場から、兵庫県の弊社協力工場で、

一部原料卵を仕入れていましたが、京都府・兵庫県の要請を受け、２月27日より原料卵の

仕入を中止しています。 

(3) 兵庫県八千代町の処理場を中心に半径5kmの区域からの原料卵の使用はありません。 

 

２．鶏卵使用製品の安全性について 

(1) 農林水産省より、「鶏肉、鶏卵を食べることにより、鳥インフルエンザウイルスが人に感

染することは世界的にも報告はされていない」と発表されています。 

(2) ＷＨＯは、インフルエンザウイルスを死滅させるために、食品の中心温度を70℃に達す

るよう加熱することを推奨しています。弊社製品は、ウイルスを死滅させるに充分な加熱

調理を行っています。 

 

  以上のことより、弊社鶏卵使用製品について、その安全性に問題はないと判断しています。 

  

 以 上 
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